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日本医師会 会員の先生方へ 

 

 

公益社団法人 日本医師会  

 

会長  

 

 先生方には、地域医療を守る通常の診療に加えて新型コロナの診療、ワク

チン接種などに全力を挙げてご対応いただき、本当に頭が下がる思いです。

心から感謝申し上げます。 

わが国は、世界に誇る公的医療保険制度の下で、国民皆保険による公平、

平等な医療が提供されてきました。わたしたちは、必要な時に適切な医療を

受けられることは当たり前のことだと思ってきました。 

しかし、この素晴らしい医療提供の仕組みが、新型コロナウイルスの爆発

的な感染の拡大により壊れようとしています。感染拡大は、すべての都道府

県に及んでいます。まさに緊急事態です。 

日本医師会は、これまで新型コロナ医療と通常の医療を両立させなければ

ならないと申し上げてきました。どちらの医療も、命の重さは同じであるべ

きだからです。しかし今、その両方の医療が崩れ始めています。 

 新型コロナの医療のために通常の医療が制限されることの重大性は計り知

れません。 

 そのためにも新型コロナウイルスの感染拡大を徹底的に抑え込み、同時に、

なんとしても医療提供体制を維持しなくてはなりません。どうか、新型コロ

ナウイルス感染症患者さんの入院が難しい医療機関におかれましても、今一

度、受け入れのご検討をお願いします。診療所におかれましては、どうか、

できうる限り、自宅療養、宿泊療養の患者さんの健康観察、電話等による診

療や往診を行っていただきますようお願いします。 

 すでに先生方には多くの医療従事者の皆さんとともに新型コロナと闘い、

激務の最中にあることは十分承知しております。あらためてのお願いは、心

苦しい限りです。しかし、今や大災害級の有事です。日本医師会も感染抑制

にむけあらゆる努力をいたします。どうか、先生方にも、もうひと踏ん張り

のご協力をいただきますよう、心からお願い申し上げます。 

 


